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2023年12月17日
ねん がつ にち

待降節第3主日
たいこうせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

待降節の後半は、主の降誕を待ち望む準備の時期に当てられます。主の降誕の出来事を
たいこうせつ こうはん しゅ こうたん ま のぞ じゅん び じ き あ しゅ こうたん で き ごと

黙想するとき、どうしてもわたしたちは、10月頃からはじまった聖地での暴力的な混乱
もくそう がつごろ せい ち ぼうりょくてき こんらん

を思わずにはいられません。
おも

今年の10月頃から始まったイスラエルによるガザ攻撃は、「聖地」の現実を象 徴して
こ とし がつごろ はじ こうげき せい ち げんじつ しょうちょう

おり、それは偶発的出来事ではなく、⻑い歴史を背負った⼈類の悲劇の⼀つであり、い
ぐうはつてき で き ごと なが れき し せ お じんるい ひ げき ひと

くたびも繰り返されてきた悲劇でもあります。
く かえ ひ げき

神の言葉が⼈となられ、⼈間のいのちの尊厳を神があらためて示されたその地において、
かみ こと ば ひと にんげん そんげん かみ しめ ち

いのちを暴力的に奪い合う紛争は、どのような理由があっても正当化することはできま
ぼうりょくてき うば あ ふんそう り ゆう せいとう か

せん。あらためて、いのちを守ることを優先するように呼びかけたいと思います。
まも ゆうせん よ おも

聖地の混乱の原因に関して、忘れられない体験があります。カリタスジャパンの視察で
せい ち こんらん げんいん かん わす たいけん し さつ

エルサレムを初めて訪れた2000年7月末のことでした。イスラエルが管理する⻄エルサ
はじ おとず ねん がつまつ かん り にし

レムで、パレスチナ⼈の知⼈が、「是非とも見せたいものがある」と、ある⼀軒の家に連
じん ち じん ぜ ひ み いっけん いえ つ

れて行ってくれました。その家の住⼈に声をかけるでもなく庭まで入り込み、⼀本の木
い いえ じゅうにん こえ にわ はい こ いっぽん き

を指さし、「この木は、わたしの父親が生まれた記念に、祖父⺟が植えた木だ。ここは私
ゆび き ちちおや う き ねん そ ふ ぼ う き わたし

たちの家だったんだ。1947年以前に戻らない限り、何も解決しない」とつぶやかれまし
いえ ねん い ぜん もど かぎ なに かいけつ

た。

1947年11月29日、国連総会はパレスチナの分割を決議し、そして1948年のイスラエル
ねん がつ にち こくれんそうかい ぶんかつ けつ ぎ ねん

建国、さらにはそれに引き続いた第⼀次中東戦争。その混乱の中で、当時70万⼈に及
けんこく ひ つづ だいいち じ ちゅうとうせんそう こんらん なか とう じ にん およ

ぶパレスチナ⼈が住む家を失い難⺠となったと記録されています。現在のパレスチナ難
じん す いえ うしな なんみん き ろく げんざい なん

⺠の始まりでした。知⼈の父親もその⼀⼈でありました。
みん はじ ち じん ちちおや ひと り

イエス・キリストの誕生という、いのちの尊さに思いをはせるこの時期、「聖地」を支配
たんじょう とうと おも じ き せい ち し はい
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するのがいのちを奪う暴力であることほど、悲劇的なことはありません。
うば ぼうりょく ひ げきてき

神のひとり子であるイエスは、常にわたしたちと共におられる神、インマヌエルであり
かみ ご つね とも かみ

ます。その共におられるイエスは、神の「ことば」そのものであります。⼈となられた神
とも かみ ひと かみ

のことばは、闇の中を歩む⺠を照らす希望の光です。生きる希望を生み出す存在です。
やみ なか あゆ たみ て き ぼう ひかり い き ぼう う だ そんざい

その光は、神のいつくしみそのものでもあります。
ひかり かみ

福音は、洗礼者ヨハネが、その光の先駆者として、光をあかしするために使わされた
ふくいん せんれいしゃ ひかり せん く しゃ ひかり つか

と記します。「主の道をまっすぐにせよ」と荒れ野で叫ぶ声であると記します。今こそ、
しる しゅ みち あ の さけ こえ しる いま

洗礼者ヨハネの存在が必要です。暗闇にあって輝くいのちの光をあかしし、進むべき道
せんれいしゃ そんざい ひつよう くらやみ かがや ひかり すす みち

を指し示す声となる先駆者ヨハネが必要です。ヨハネは、わたしたちではないでしょう
さ しめ こえ せん く しゃ ひつよう

か。


